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楽しい夏休みを！ 

   校長  冨田茂也  

 去る７月７日(金)に鹿児島県教育委員会の学校

訪問がありました。義務教育課長始め７名の方々

が来校されました。高学年のＩＣＴ活用の授業を

参観され，「文字入力の速さ」や「タブレット活用

能力」など全国トップクラスと評価していただき

ました。「ＧＩＧＡの町 垂水」の施策を披露でき，

また協和小の強みを発揮できたことがとてもうれ

しかったです。 

 また，７月４日（火）に行われた水泳学習発表

会の泳ぎもそうですが，４月からの子どもたちの

成長は目を見張るものがあります。３５名の子ど

もたち一人一人が自分の目標に向かってよく頑張

ったからだと思います。子どもたちの頑張りを褒

めていただけると幸いです。また，１学期をけが

や事故なく元気に過ごせたのは，ひとえに保護者

様や地域の皆様のご協力があったからだと心から

感謝しております。 

 さて，九州南部もいよいよ「梅雨明け宣言」が

出されそうな時期となってきました。今年の梅雨

もよく雨が降りました。しかし，梅雨があけると，

今度は猛暑の夏がやってきます。「新型コロナ」も

まだまだ油断できません。新型コロナ感染症と熱

中症の両方に気を付けて，今まで通り三密やソー

シャルディスタンス，水分補給などに注意してほ

しいと思います 

 そして，いよいよ，７月２１日から４２日間，

子どもたちの楽しみにしている夏休みがやってき

ます。元気で楽しく過ごし，思い出をたくさんつ

くってほしいです。そのためにはどうすればよい

でしょうか。 

  まず，夏休みの計画を立てることです。何事も

めあてを決め，計画を立てることが大事です。親

子でしっかり話し合ってください。次に，日頃取

り組めなかったことに挑戦してほしいです。自由

研究 タブレット学習 親子の触れ合いなど。学

習では，苦手なものを克服するチャンスです。教

科書を読み返しながら取り組むのも良いと思いま

す。 

 最後になりますが，地域の皆様には，夏休み期

間中も子どもたちが安全に過ごせるよう学期中同

様、声かけ等をよろしくお願いいたします。 

 

＜協和小職員作成＞   縦と横 ＩＣＴで 連携強化 

 

 

 職員研修で,心肺蘇 

生法・AED 講習を実 

施しました。 

 毎年行っています 

が,万が一に備えて， 

高い意識をもって取り組むことができました。 

 児童にも水難事故防止について，再度指導を

徹底しておきたいと思います。 

 

 

---------【７月】--------- 

17 日（月）海の日 

20 日（木）終業式 

30 日（日）市 P連ニュースポーツ大会 

---------【８月】--------- 

 1 日（火）出校日 

11 日（金）山の日 

      リフレッシュウィーク(～15 日) 

21 日（月）出校日 

27 日（日）PTA奉仕作業 

---------【９月】--------- 

 1 日（金）始業式 

 7 日（木）授業参観・学級 PTA 

＜７月～９月の主な行事予定＞ 

 

 

 垂水市セカンドブッ 

ク事業として,1年生に 

自分で選んだ好きな本 

を提供していただきま 

した。 

 これからも本に親しみ,豊かな心を育む児童の

育成に努めていきたいと思います。 

セ カ ン ド ブ ッ ク 事 業 

心肺蘇生法・AED 講習会 

 

 

 今年度のテーマは, 

「家族で目指そう心と 

体の健康！」に決まり 

ました。 

 学校と家庭が連携し 

ながら,児童の心と体の健康づくりに努めていき

たいと思います。 

第 １ 回学校保健委員会 

裏面もご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本好きな子どもの育成 

６/２３ セカンドブック 

６/2３ 英語学習 

外国語への慣れ親しみ 

６/２２ チャレンジかごしま 

６/２６ 心肺蘇生法・ＡＥＤ講習 

職員研修の充実【外部講師招聘】 

基礎体力の向上 

７/６ 水辺の安全教室  

安全指導・命を守る教育の充実 

 

６/1５ 学校運営協議会  

地域と共にある学校づくり 

７/４ 学校保健委員会 

学校と保護者との協力・連携 

７/６ 七夕集会  

異年齢集団による交流 

 


